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患
で 、
か
つ
て
は
不
治
の
病

と
さ
れ
て
い
ま
し
た 。
し
か

し
治
療
成
績
は
年
々
上
向

き 、
現
在
で
は
70
S

80
％
の

讐
が
治
療
後
に
長
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た 。
災
が
ん
は
抗
が
ん
剤
が

有
効
な
疾
患
が
多
く 、
成
人

と
比
べ
て
副
作
用
が
軽
い
た

め 、
化
学
療
法
の
華
化
が
治

療
成
績
向
上
の
要
因
と
さ
れ

ま
す 。化

学
療
法
に
手
術
な
ど
の

外
科
的
治
療
や
放
射
線
照
射

を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的
治

療
の
進
歩
も 、
治
療
成
績
向

上
の一
因
で
す 。
そ
れ
で
も

治
療
が
難
し
い
疾
患
に
は 、

大
量
化
学
療
法
や
造
血
幹
細

胞
移
植
を
追
加
し
ま
す 。

治
療
終
了
後
は
晩
期
合
併

症
（
晩
期
障
害）
に
注
意
が

必
要
で
す 。
治
療
に
使
っ

た

化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
が

原
因
で 、
成
長•
発
達
へ
の

渡
辺

浩
良

徳
島
大
学
病
院

小
児
科
准
教
授

化学療法強化で治療向上

晩
期
合
併
症
に
注
意
必
要

·…………
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国
が
進
め
て
い
る
が
ん
対
策
に
は 、
小
児
が
ん
や
A
Y
A
世
代
（
思
春
期・
若
年

成
人）
の
が
ん
医
療
の
充
実
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す 。
今
後
受
け
ら
れ
る

賣

同
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治
療
に
変
化
は
あ
る
の
で
す
か 。

影
響
や
内
分
泌
（
ホ
ル
モ

ン）
の
異
常 、
中
枢
神
経
の

異
常 、
臓
器
へ
の
影
響 、
2

次
が
ん
な
ど
が
起
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す 。
晩
期
合
併

症
は 、
が
ん
の
種
類 、
使
用

し
た
抗
が
ん
剤
の
種
類
と
投

与
量 、
放
射
線
治
療
の
部
位

と
線
皇 、
治
療
時
の
年
齢
な

ど
の
影
響
が
大
き
い
で
す 。

治
療
終
了
後
何
十
年
も
経

過
し
て
か
ら
症
状
が
出
る
こ
一

と
も
あ
り 、
注
意
が
必
要
で

す 。
長
期
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ

ー
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は
一
）
前
ら
ま

』
汲
如

闘

竺

る
セ
）

平
時
後
）

臼
8
午
で

プ
が
望
ま
し
く 、
各
種
専
門

三

麗

家
へ
の
紹
介 、
成
人
診
療
科

が
ん
拠
点
病
院
と
の
連
携
や

へ
の
移
行
な
ど
の
支
援
が
必

専
門
医
の
育
成
に
加
え 、
さ

要
で
す 。

ら
な
る
生
存
率
の
向
上
を
目

今
後 、
小
児
が
ん
対
策
と

指
し
た 、
新
し
い
診
断 、
治

し
て
必
要
な
の
は 、
小
児
が

療
法
の
研
究
や
開
発
で
あ

ん
診
療
の
中
心
と
な
る
小
児

り 、
こ
れ
ら
が
進
め
ら
れ
て

ー
ー
1

|
|1

い
ま
す 。

讐

性

i

禽は
O
S

14
歳 。
一
方

-
A
Y
A

世は
15
S

39
歳
で

能
言

妊

可
と

不

＿
ず 。
A
Y
A
世
代
の
が
ん
の

る
何

③

ズ

す
を

性

診

特徴
は 、
ま
れ
な
疾
患
で
あ

陰

検

る
こ
と 、
標
準
治
療
が
決
ま

イ

失
と

喪
こ

ん

ク

や
の

□

が
—
っ
て
い
な
い
場

窟
あ
る
こ

！
ー
と 、
小
児
や
年
長
の
成
人
と

も
下

ょ
一
比
較
し
て
治
療
成
績
が
良
く

で

努
性、ヽノ

一
な
い
こ
と 、
小
児
に
多
い
が

何

廷
ぅ
う
ょ
こ

ん

行
一
ん
が
発
生
す
る
ケ
ー

ス
が
あ

ん

ょ
娠

る
こ
と
で
す 。
疾
患
の
種
類

が

こ
妊
。
こ

―

釦
J
つ
〇

一

治
る
よ
卒

．
に
よ
っ
て
は
AI
A
世
代
の

二
患
者
を 、
小
児
科
で
治
療
す

ん
あ
し
妊

が
の
で
CD

l

る
こ
と
が
あ
り
ま
す 。
細
島

大
学
病
院
で
多
い
の
は 、
骨

軟
部
腫
瘍
や
脳
腫
瘍
で
す 。

ま
た
A
Y
A
世
代
特
有
の

課
題
と
し
て 、
復
学
や
復

職 、
妊
卒
性
湿
存
な
ど
に
つ

い
て
情
報
提
供
や
支
援
体
制

が
不
十
分
な
こ
と
が
あ
り
ま

す 。近
年
は
個
々
の
患
者
の
多

様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る

診
療
体
制
や
支
援
体
制
の
整

備
が
次
第
に
進
ん
で
い
ま

す 。

（
第
4
士
曜
掲
載）


